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1　気仙沼市における被災状況と初期対応






地震および津波や余震などによる被害は，死者 15,401 人，行方不明 8,146 人，全壊家屋 112,490 棟
などの甚大なものである（2011 年 6 月 6 日現在，緊急災害対策本部による）。気象庁はこの地震を
「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」と名付け，その災害について「東日本大震災」と呼
ぶことが閣議決定された。
気仙沼市でも，観測上は市内赤岩が震度 6 弱，笹が陣で震度 5 強，本吉町で震度 5 強と大きな揺
れが記録されている。そしてさらに大きな被害をもたらしたのが津波であり，気仙沼市役所によれ
ば，2015 年 12 月 31 日現在，犠牲者は 1,359 人である。それは震災による直接死 1,031 人，震災関















































































安置所の閉鎖は，気仙沼地域では，白山小学校が 4 月 7 日を皮切りに新城小学校と階上小学校が
10 日，大島公民館が 12 日，面瀬小学校が 15 日である。また唐桑地域の唐桑体育館，本吉地区の本
吉響高校が 4 月 7 日に閉鎖している。こうした施設が閉鎖されていったのは，新年度になり，学校
の再開をする必要があったことが大きい。再び学校として使用することから，安置所となった施設




いる。しかし気仙沼地域や本吉地域では犠牲者の増加により，13 日にはすでに新城小学校が 100 体
を超えてしまい，同日内陸部の白山小学校に安置所を設置するが翌 14 日はここも 72 体となってい





















壊や天井や浄化槽放流管の一部破損等が生じ，停電も 4 月 7 日まで続いたが，緊急用の発電設備で
3 月 13 日から火葬を開始している。また気仙沼市唐桑斎場は，1992（平成 4）年建設の鉄筋コンク
リート造りで，待合室と火葬炉 1 基がある。建物の被害はなかったものの停電が 4 月 7 日まで続き，
発電機を借り上げ 3 月 17 日より火葬を開始する。気仙沼市本吉斎場は，1968（昭和 43）年の木造




これによって気仙沼市斎場では 1 日 6 体，唐桑斎場では 1 日 2 体，本吉斎場で 1 日 2 体の火葬が
行われた。しかし，犠牲者の数は膨大であり火葬が間に合うわけではなかった。そこで，まず 3 月








































りには寝台霊柩車 1 台に自家用車が 1 台でいく場合が多く，喪服を着ている人はいなかったという
［碑文谷編 2012:28-29］。
以上のように気仙沼市の場合，火葬場が被災しても比較的早く復旧し，火葬は可能となったが，







に入れてその準備が進んでいくようになる。3 月 18 日には，気仙沼市斎場へ向かう道の途中にある
「鹿折みどりのふれあい広場」という運動場を，土葬のための墓地として経営許可申請を行い，気仙





















市町村は仙台市，名取市，南三陸町である。土葬についての検討は被災当初からあり，3 月 11 日深
夜から 12 日未明にかけ，南三陸町の佐藤仁町長が宮城県に対し，ものすごい数の遺体があり通常の
火葬では無理なので土葬を認めて欲しいとの問い合わせをしている［鈴木 2013:11-12］。
それに対し宮城県は厚生労働省に土葬について尋ねた。3 月 14 日には，厚生労働省健康局生活衛












いか模索していたようで，後に東京都で実施された火葬件数の約 3 分の 2 を請け負った東京博善株
式会社には，3 月 21 日深夜に宮城県警から東京での火葬の可能性について問い合わせがあり，それ
が後に東京での火葬につながっていく［福田 2014:68］。
このように火葬の可能性を探りつつ土葬への対応を進め，3 月 21 日には 9 つの市町で土葬を行う










3 月 18 日に鹿折公営墓地の経営許可が下り，土葬をどこに依頼するかが問題になる。そして 3 月 22
310
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た。よって，気仙沼市では仮埋葬とはいっておらず，2 年から 5 年後ほど経ってから改葬をすれば














こうして 4 月 22 日に初めての改葬が行われたが，一方で 4 月 25 日まで埋葬を行った人もいる。




改葬申請は全埋葬件数 208 件のうち 114 件あり，順次改葬していくこととなった。平建設による
業務は 8 月 4 日まで続き，さらに 8 月 1 日より今野建設が改葬業務の委託をうけたが，酷暑の時期
となり遺体の状況も悪いことから 8 月 4 日から改葬を一時中断する（写真 10，11）。
その後 9 月 6 日より改葬業務を再開し，業務は株式会社舟屋葬祭に委託し 1 日 3 体の火葬を行い，
残された 94 体の改葬を行った。9 月以降は市が改葬を実施し，斎場において遺体を遺族へ引き渡す
こととした。あわせて改葬していない遺族に対しても，改葬できることを説明して協力を依頼し，
すべての遺族から改葬申請が出された。さらに身元不明者の遺体も改葬を行い，11 月 19 日にすべ
ての改葬を終了し，鹿折公営墓地は僧侶によるお浄め式をしたという（写真 12，13）。
身元不明の遺体は，土葬執行時には 127 件あったが，改葬終了時には 54 件であり，2011（平成 23）
年度は，この改葬の 54 件とその後直接火葬をした 83 件の合計 137 件の身元不明者がいる。2016（平






写真 １０　改葬中の墓（2011年8月） 写真 １１　改葬中の墓（2011年8月）
写真 １２　墓地案内の看板（2011年8月） 写真 １３　改葬の終わった墓地（2014年12月）
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（ 2 ）――『災害時地震・津波速報―平成 23 年（2011 年）東
北地方太平洋沖地震」（http://www.jma.go.jp/jma/kishou/
books/saigaiji/saigaiji_201101/saigaiji_201101_00.pdf）
2017 年 10 月 22 日
（ 3 ）――気仙沼市役所作成資料「遺体安置所について」より。
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